再生フィールドの評価のためのヒント
	機能・内容
	あなたの分析のためのヒント

	目標と目的
	· そのプロジェクトには明瞭な目標と目的があるか？

· プロジェクトは目標と目的に合致しているか？

· それはパフォーマンススタンダードとなる指標の測定によって明確に調べられているか？

	場の条件
	· 場の地形と排水状況はどうか？
· 場は流域のどこに位置するか？オフサイトからの主なインパクトは何か？
· 場の条件に何か付加的な変更があるか？

· 計画された場の条件に比べて実際の場はどうか？再生プランとの違いは何が引き起こしているか？

· 次の観点から、プロジェクトの生態的目標は意味あるか？
（A） もとの地形と排水

（B） 地形と排水に加えられた変更

（C） オフサイトからのインパクト

	植栽／植物群落／植生の発達
	· プランに比べて実際の植栽はどうか？（物理的条件、植物材料、植物の遺伝的ソース．．．）
· どのようなタイプの植物材料を用いるか？（ポット苗、挿し木、苗木．．．）

· 土壌改良材やマルチを用いるか？どんな目的で？いつ？

· 植物は一度に植えられるのか、段階的に植えられるのか？なぜ？それは有効か？
· 種は場やプロジェクトの目的に対して適当か？

· 土壌やマルチ等の条件に対して異なるタイプの植物材料が使われているか？植栽戦略は有効か？

· 植物群落は種や構造の面から計画通りか？レファレンスと比べてどうか？

· 植生の定着、生残、発達の面から、何が有効で、何が有効でなかったか検証すること。

	プロジェクトの実行
	· 工事や植栽は生態的な見地から監督されたか？もしそうでない場合、関連して問題はなかったか？

	侵略種
	· 再生前の侵略種の状況はどうか？
· 侵略種の制御は計画の目的ある一部となっているか？

· 侵略種の現状を検証せよ。それらは存在するか？多いか？そのソースは何か？それらは制御されているか？どのように？現在の方法で将来失敗しないか？

· プロジェクトの予定された軌道では、侵略種制御の見通しはどうか？

	管理：維持とモニタリング
	· 次のような問題はあるか？乾燥、食害、侵食、侵略的生物．もしそうなら、その規模と深刻さを書き記せ。

· 維持とモニタリングプランのフォローはあるか？問題に処する上で効果的か？

· 場で発達した問題にユニークな対処法はないか？

· 生物の生態的モニタリング法はあったか？

· 順応的管理の要素はあったか？

· プロジェクトに法を逸脱する面はなかったか？あれば、その反応はどうか？

	生態的機能と長期スケールのプロジェクト成功
	· 場は期待通りに生態的に機能しているか？（生息場、栄養循環、土壌の発達、水文など）。プロジェクトは計画された生物を誘致しているか？

· 場への人のインパクト（直接的と上流など外からのもの）の状態はどうか？再生に重大なインパクトになっていないか？そのような外的な力はプロジェクトの成功にどのように影響すると予想されるか？
· このプロジェクトの今までの成功の主な要因は何か？（予算、コミュニティの協力など）

· あなたの考えでは再生サイトの長期予測はどうか？専門家の意見はどうか？またその根拠は？


